
【略歴】★議長、議会運営委員、総務建設常任委員、/２５歳初当選、現

在１０期目★1949年生まれ、葉山小・中学校、追浜高校、中央大学卒/長

柄町内会相談役、神輿保存会/家族は妻と１女

★自宅は堀内2253-4 電話875-9619、ＦＡＸ876-3235

★ｅﾒｰﾙ s.kondo＠cyber.ocn.ne.jp

【活動地域】長柄（葉桜、イト―ピアを除く）堀内、一色

新葉山
2018年12月号外

日本共産党の見解を紹介します
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日本共産党

こ ん ど う しょう い ち

これまで、私の議員活動を支えて下さった皆様のお力

添えに、心から感謝いたしております。

２名の日本共産党議員団は、議員提案や、一般質問・

総括質問、議案質疑などを通じて、福祉、教育やまちづ

くりにおける貴重な成果を上げることが出来ました。

葉山町は、山梨町政に変わり７年が過ぎようとしてい

ます。

長年続いた保守町政から、真に住民が主人公の町政と

なる過渡期にあります。

町も総合計画で町民との「協働」を謳い、「協働のま

ちづくり指針」まで作成しましたが、一向に成果が見え

てきません。

まちづくりでも、

開発やマンション

計画が葉山の住環

境に大きな変化を

もたらそうとして

います。

このような中で、

２議席の日本共産

党議員団の役割は

ますます重要になっ

ていると考えてい

ます。

私は、議会と町

政の牽引者として、

引き続き全力を尽

くす決意です。

●地域の福祉、保健活動を支援するための福祉の拠点

を整備し、住民福祉の充実を図ります。

●高齢者や障がい者も外出しやすい環境整備を進めま

す。

●国民健康保険料の引き下げを実現させます。

●介護保険改悪に反対し、町の支援策を求めます。

●介護保険料・利用料の減免、高齢者・障がい者の医

療費負担軽減をはかります。

●小児医療費助成制度を高校卒業まで、所得制限なし

で実現させます。

●各小中学校の施設やトイレの改修を進めます。

●小中学校の再整備計画を住民参加で策定させます。

●中学校給食の早期実現と、小学校給食調理室の改修。

●自治基本条例の制定を求めます。

●徹底した情報公開で住民参加のまちづくりをすすめ

ます。

●店舗リフォーム助成制度の創設と住宅リフォーム助

成制度を拡充させます。

●住民参加で里山保全のためのシステム作りを進めます。

●更なる資源化・減量化をめざし、常設の資源ステー

ション設置を求めます。

●緑豊かな住環境保全のため、まちづくり条例の見直

しを行い、条例逃れによる乱開発をなくします。

●原発再稼動に反対し、公共施設への太陽光パネル設

置など、再生可能エネルギーを推進します。

●避難場所や避難路の整備など防災対策を強化させま

す。

●歩きやすい歩道整備のために、町や県に働きかけます。



葉山のみどりと海で育つ

ふとん屋の長男として葉山

で育つ。高校時代にはバレー

部のレギュラーとして活躍。

家業を手伝いながら、中央大

学に進学、学生自治会や平和

委員会で活動し、原水爆禁止

世界大会などに参加。

自分の生き方や戦争と平和

について真剣に考え、日本共

産党が戦前戦後一貫して戦争

に反対した唯一の政党である

ことを知り、23歳で入党。

葉山への思いは人一倍

卒業後、家業を手伝いながら、故郷の緑が削られ

ていくのを黙っていられず25歳で立候補、最年少で

当選。地域のサークル「四季」を通じて、同級生と

結婚。二人の娘に恵ま

れ、共働きで子育てを

続け、ＰＴＡ活動、役

場バレー部や、長柄バ

ドミントンサークルに

所属して町民大会にも

参加するファイトマン。

祭り好きは有名で先頭

に立って神輿を担ぐ根っ

からの庶民派自認。

気さくな人柄で相談解決

朝から駆けずり回り、住民

の相談にのり、要求実現の先

頭で頑張っています。議会で

は町長と堂々とわたりあい、

なれあい政治を許さず、初当

選の原点を忘れず「町民こそ

主人公」の立場を貫いてきま

した。

高齢化や少子化、厳しい経

済の状況が続いています。い

まこそ「福祉とくらしにやさ

しい町政を」という熱い思いを胸に、今日も葉山を走っ

ています。

２年間議長として議会をリード

2015～16年の2年間、議長に就任。その間、2016年は

神奈川県町村議長会副会長も努める。

覚せい剤所持・使用で逮捕・有罪となった町議を除

名するなど議会の正常化に尽力。

●小児医療費助成を所得制限なしで、中学校３年生

まで実現

●国保料値上げストップ

●高校の奨学金制度を復活

●京急バスのふれあいパス購入費の助成

●地域包括支援センターの増設

●短期入所生活介護の看取り加算の増額

●妊産婦検診の回数を追加

●認知症初期スクリーニング業務の開始

●役場の受付をローカウンター化

●合併浄化槽維持管理費補助制度の創設

●空き家対策の推進

●就学援助金の入学準備金を入学前に支給

●リフォーム助成制度の手続き簡素化

●消防第6分団詰所の移転・新築

２人の議員団で
みなさんと

力をあわせ


